
無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 ゼミナールⅢ （Seminar Ⅲ） 到達目標の観点 到達目標

2022年度 授業シラバスの詳細内容

10点 10点
単位数 4 　配当学年 / 開講期 3 年 / 通年

ナンバリングコード E31203
　大分類 / 難易度
　科目分野

経営経済学科 専門科目 / 応用レベル
ゼミナール

【関心・意欲・態度】
マーケティングの研究に高い関心を持ち、研究方法の習得、
データの収集・分析、および考察に関する高い意欲を持って
いる。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

マーケティングの研究方法に関する基礎的な知識を習得して
いる。

必修

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。

10点

【技能・表現・
　コミュニケーション】

演習を通じて、チームマネジメントの技能や、チームメンバー
同士のコミュニケーション能力を身に付けている。 10点 10点

10点

マーケティング論、流通経営論、経営学入門

授業コード E002632 　クラス名 梶田ゼミ

担当教員名 梶田　真生

（３）アクティブ・ラーニング 「ディスカッション、ディベート 」

履修上の注意、
履修条件

授業中は積極的に発言してください。発言して初めて授業に参加したことになります。
また、『日本経済新聞』『日経MJ』『日経ビジネス』等の新聞、雑誌を通じて、日常的にビジネスに関
するニュースに関心を払い、情報収集を行うようにしてください。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
成績評価は以下のものを通じて総合的に行う。
・報告資料/プレゼンテーション
・授業中の発言
・レポート
・出席状況
・受講態度
課題のフィードバックは、次回以降の授業中に行います。

教科書

【思考・判断・創造】
経営上の課題を自分で見つけ、課題に沿ってデータを収集・
分析し、課題に対する回答を導き出す能力を身につけてい
る。

20点 20点

なし

参考文献及び指定図書
田村正紀（2006）『リサーチデザイン―経営知識創造の基本技術』白桃書房.
宮野公樹 (2009) 『学生・研究者のための 使える!PowerPointスライドデザイン 伝わるプレゼン1つ
の原理と3つの技術』 化学同人.

関連科目

地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

○その他

授業の目的

　このゼミナールでは、マーケティングの理論をビジネスに応用するための思考力と実践力を身に
付ける。そのために、マーケティングに関する経営上の課題を自分で見つけ、調査、分析を行い、プ
レゼンテーション、レポート作成、ディスカッションを行う。最終的にマーケティングに関する「卒業論
文」を作成することを目的とする。
　ゼミナールⅢでは、学生自身が自らの興味関心にしたがって研究テーマを設定し、グループごと
に研究を行う。これにより、①経営上の課題を自分で見つける力、②課題に沿ってデータを収集・分
析して、課題に対する回答を導き出す力、③グループワークによる協調性・社交性、の3点を身に付
けることを目的とする。

ゼミナールを成功させるのは「学生自身」です。皆さんのひとり一人が積極的にゼミナールに参加し、活躍されることを期待
します。

授業の概要

　ゼミナールは学生主導で運営する。ゼミナールⅢでは、グループでの研究が主となる。授業中は
「学生によるプレゼンテーション⇒学生同士のディスカッション」という形で進める。学生同士の活発
な議論を期待する。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「該当しない」



科 目 名 授業コード E002632 科 目 名 授業コード E002632
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間
約2時間

2022年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

オリエンテーション グループ研究⑥

○授業計画
ゼミナールⅢ （Seminar Ⅲ）

○授業計画
ゼミナールⅢ （Seminar Ⅲ）

梶田　真生 梶田　真生

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

チームビルディング グループ研究⑦

ゼミナールⅡの振り返りと、ゼミナールⅢの進め方について確認する。 中間発表の反省を踏まえて、研究テーマに関する文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議
論を進める。

予習 これまでのマーケティングの教科書や授業資料の復習 予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

グループ研究① グループ研究：前期のまとめ

グループ研究を行うチームを決めて、研究テーマの設定や今後の作業スケジュールを決める。 中間発表の反省を踏まえて、研究テーマに関する文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議
論を進める。

予習 グループ研究のテーマを考える 予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

グループ研究② ディベートの実践①

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 前期のグループ研究のまとめとして、研究進捗の報告をチームごとに行い、その内容を踏まえてクラスでディスカッションを
行う。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

グループ研究③ ディベートの実践②

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 論理的に思考する力や自らの主張を相手に伝える力を身につけるため、ディベートを学ぶ。ディベートの基本的な考え方と
方法を確認する。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 ディベートに関して事前に調べておく

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

グループ研究④ ディベートの実践③

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 ビジネスに関するディベートのテーマを設定し、チームごとにディベートのためのリサーチ・準備を行う。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 ディベートに関して事前に調べておく

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

グループ研究⑤ これまでの振り返り

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 テーマに沿って、実際にチーム対抗でディベートを行う。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 ディベートのテーマに関するリサーチ・準備

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中の指摘、質問、コメントをまとめる

グループ研究：中間発表

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 前期のゼミの振り返りと面談を行う。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 今期の学習や生活の振り返り

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習

グループ研究の中間発表をチームごとに行い、その内容を踏まえてクラスでディスカッションを行う。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習



科 目 名 授業コード E002632 科 目 名 授業コード E002632
担当教員 担当教員

17. 25.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

18. 26.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

19. 27.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

20. 28.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

21. 29.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

22. 30.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

23. 31.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

24. 32.

約2時間
約2時間復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習

グループ研究の中間発表をチームごとに行い、その内容を踏まえてクラスでディスカッションを行う。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中の指摘、質問、コメントをまとめる

グループ研究：中間発表

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 後期のゼミの振り返りと面談を行う。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 今期の学習や生活の振り返り

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のコメントや指摘事項の復習

グループ研究⑬ これまでの振り返り

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 面接の心構え、対策について学ぶ。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 自分の受けたい企業を想定した面接の準備

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のコメントや指摘事項の復習

グループ研究⑫ 就職活動準備③

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 履歴書やエントリーシートの書き方について学ぶ。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 自分の受けたい企業のエントリーシートついて事前に調べておく

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のコメントや指摘事項の復習

グループ研究⑪ 就職活動準備②

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 就職活動の流れや、自己分析、企業の調べ方について学ぶ。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 就職活動の流れや自己分析、企業の調べ方について事前に調べておく

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

グループ研究⑩ 就職活動準備①

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 グループ研究のまとめとして、研究の最終成果発表をチームごとに行い、その内容を踏まえてクラスでディスカッションを行
う。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

グループ研究⑨ グループ研究：最終成果発表

チームごとに研究テーマを設定し、文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議論を進める。 中間発表の反省を踏まえて、研究テーマに関する文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議
論を進める。

予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成 予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成

復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査 復習 授業中のディスカッション内容の復習、追加の調査

グループ研究⑧ グループ研究⑮

前期のゼミの振り返りと、後期のゼミの進め方について確認する。 中間発表の反省を踏まえて、研究テーマに関する文献やデータの収集、データの分析、報告資料の作成、チーム内での議
論を進める。

予習 これまでのグループ研究の振り返り 予習 グループ研究の文献やデータの収集、報告資料の作成

学修内容 学修内容

オリエンテーション グループ研究⑭

2022年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
ゼミナールⅢ （Seminar Ⅲ）

○授業計画
ゼミナールⅢ （Seminar Ⅲ）

梶田　真生 梶田　真生


